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熟練の技術で信頼の実績
■吊足場機械の設置・点検・整備・運搬
■建築工事、土木工事、とび土工工事、鋼構造物工事、舗装工事、
しゅんせつ工事、水道施設工事、防水工事（設計・施工・管理含）
■建物外壁洗浄・美装工事、内装仕上工事、住宅建具据付工事、
塗装工事、左官工事、石工事、タイル・レンガ・ブロック工事、
板金工事、ガラス工事、熱絶工事

未 来 に つ な ぐ
技 術 と 信 頼

長栄工業㈱

　

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
外
壁
の
タ
イ
ル

剥
落
防
止
工
法
と
し
て
一
般
社
団
法
人
・

機
能
性
外
壁
改
修
工
業
会
（
東
京
都
港

区　

原
田
毅
代
表
理
事
）
が
供
給
す
る

エ
バ
ー
ガ
ー
ド
S
G
工
法
と
ノ
ン
ネ
ッ

ト
ガ
ー
ド
U
工
法
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
。
従
来
の
外
壁
タ
イ
ル
の
補
修
は
、

浮
き
が
発
生
し
て
い
る
部
位
に
対
す
る

部
分
補
修
が
ほ
と
ん
ど
で
、
補
修
後
に

新
た
に
発
生
す
る
浮
き
に
は
対
処
で
き

な
い
の
が
現
状
だ
が
、
エ
バ
ー
ガ
ー
ド

工
法
は
従
来
の
部
分
補
修
と
は
異
な
り
、

外
壁
を
面
単
位
で
剥
落
防
止
層
を
施
す

こ
と
で
建
物
の
安
全
性
を
長
期
間
保
つ

予
防
保
全
と
、
タ
イ
ル
の
貼
り
替
え
に

よ
る
色
違
い
も
起
こ
さ
な
い
た
め
資
産

価
値
の
維
持
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
す

で
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
工
事

の
ほ
か
、
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、
商

業
施
設
な
ど
に
も
用
途
に
も
広
げ
て
お

り
、
全
国
で
多
く
の
活
用
実
績
を
誇
る
。

　

機
能
性
外
壁
改
修
工
業
会
は
、
建
築
材

料
メ
ー
カ
ー
の
ダ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
社

（
2
0
2
3
年
4
月
に
建
築
資
材
や
外
壁

用
塗
料
な
ど
を
供
給
す
る
シ
ー
カ
・
ジ
ャ

パ
ン
と
統
合
）
が
07
年
に
上
市
し
た
タ
イ

ル
剥
落
防
止
工
法
の
「
エ
バ
ー
ガ
ー
ド
工

法
」
の
施
工
技
術
向
上
と
工
法
の
普
及
な

ど
を
目
的
と
し
て
12
年
11
月
に
設
立
さ
れ

た
。
現
在
、
全
国
に
6
支
部
を
置
い
て
お

り
北
海
道
、
東
北
、
新
潟
を
エ
リ
ア
と
す

る
北
日
本
支
部
（
会
員
数
28
社
）
は
23
年

3
月
に
発
足
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
エ
バ
ー
ガ
ー
ド
工
法
は
、

特
殊
専
用
ア
ン
カ
ー
で
既
存
の
タ
イ
ル
・

張
付
け
モ
ル
タ
ル
層
・
下
地
モ
ル
タ
ル

層
を
躯
体
に
固
定
し
、
塗
膜
強
度
が
高

く
耐
久
性
に
優
れ
た
、
透
明
度
の
高
い

１
成
分
形
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
で
タ
イ
ル
面

を
被
膜
す
る
。
施
工
か
ら
10
年
が
経
過

し
て
も
塗
膜
が
変
色
し
に
く
く
、
同
工

業
会
員
に
よ
る
責
任
施
工
で
最
長
10
年

保
証
（
剥
落
防
止
保
証
）
の
ほ
か
、
現

場
状
況
に
よ
り
最
長
10
年
の
防
水
保
証

も
可
能
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ノ
ン
ネ
ッ
ト
ガ
ー
ド
工
法
は
、

特
殊
専
用
ア
ン
カ
ー
で
タ
イ
ル
張
り
仕

上
げ
層
を
躯
体
に
固
定
し
た
後
、
塗
膜

強
度
が
高
い
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
で
外
壁
面

を
被
膜
。
ネ
ッ
ト
を
用
い
ず
に
タ
イ
ル

張
り
仕
上
げ
層
の
剥
落
を
防
止
す
る
工

法
で
、
ネ
ッ
ト
不
要
の
た
め
工
期
短
縮

と
従
来
の
ピ
ン
ネ
ッ
ト
工
法
で
必
要
な

材
料
も
少
な
く
済
み
、
1
職
種
で
の
施

工
が
可
能
で
省
人
化
に
も
つ
な
が
る
。

一
定
条
件
の
下
で
は
工
期
は
半
分
、
所

要
人
工
35
㌫
、
実
働
時
間
47
㌫
を
削
減

で
き
る
。
保
証
も
エ
バ
ー
ガ
ー
ド
工
法

と
同
様
に
最
長
10
年
保
証
（
剥
落
防
止

保
証
）
す
る
（
※
エ
バ
ー
ガ
ー
ド
工
法

同
様
防
水
保
証
も
発
行
可
能
）。

　

一
般
に
従
来
の
タ
イ
ル
張
り
外
壁
の

浮
き
部
の
補
修
は
、
ア
ン
カ
ー
ピ
ン
と

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
併
用
し
た
剥
落
防
止

工
法
と
浮
き
の
状
態
に
よ
り
タ
イ
ル
の

張
替
え
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
の

時
に
新
築
時
に
余
っ
た
予
備
タ
イ
ル
か
、

色
を
似
せ
て
新
し
く
作
っ
た
タ
イ
ル
を

張
り
付
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
ち
ら

の
タ
イ
ル
を
使
っ
て
も
必
ず
色
が
合
わ

ず
補
修
し
た
個
所
が
は
っ
き
り
と
分

か
っ
て
し
ま
う
た
め
意
匠
上
に
大
き
な

問
題
が
発
生
し
、
資
産
価
値
の
低
下
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
エ
バ
ー
ガ
ー
ド

工
法
（
※
ノ
ン
ネ
ッ
ト
ガ
ー
ド
は
意
匠

保
持
が
不
可
）
は
面
単
位
で
タ
イ
ル
の

質
感
保
持
に
重
点
を
置
き
、
ま
た
、
ノ

ン
ネ
ッ
ト
ガ
ー
ド
工
法
は
タ
イ
ル
張
り

意
匠
を
変
更
し
た
い
ケ
ー
ス
で
有
効
な

剥
落
防
止
工
法
の
た
め
、
資
産
価
値
の

維
持
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
劣
化
部
分
の
み
の
改
修
工
事

で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
潜
在
的
な
浮

き
に
対
応
す
る
予
防
保
全
に
よ
り
、
打

検
時
に
見
落
と
し
補
修
後
に
劣
化
が
進

む
個
所
の
安
全
性
も
確
保
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

エ
バ
ー
ガ
ー
ド
S
G
工
法
と
ノ
ン
ネ
ッ

ト
ガ
ー
ド
U
工
法
と
も
21
年
11
月
に
国
土

交
通
省
よ
り
認
可
を
受
け
た
一
般
財
団
法

人
ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
（
東
京
都
千
代
田
区
）

か
ら
信
頼
性
の
証
と
な
る
建
設
技
術
審
査

証
明
を
取
得
し
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
建

築
学
会
で
は
、
建
築
保
全

へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に

対
応
し
て
J
A
M
S
１
―

R
C
か
ら
J
A
M
S
５
―

R
C
で
構
成
さ
れ
る
「
建

築
保
全
標
準
・
同
解
説

（
R
C
造
建
築
物
）」
の

「
J
A
M
S
４
―
R
C
補

修
・
改
修
設
計
規
準
・
同
解
説
」
に
お
い

て
、
モ
ル
タ
ル
塗
り
上
げ
外
壁
や
タ
イ
ル

梁
仕
上
げ
外
壁
の
全
面
改
修
工
法
と
し
て

複
合
改
修
工
法
を
紹
介
し
て
お
り
、
従
来

工
法
の
部
分
補
修
で
は
初
期
性
能
の
回
復

に
と
ど
ま
る
こ
と
に
対
し
、
複
合
改
修
工

法
は
剥
離
安
全
性
の
向
上
が
可
能
で
あ
る

と
明
示
し
て
い
る
。

　

東
北
で
の
活
用
事
例
と
し
て
は
、
21

年
に
宮
城
県
東
松
島
市
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事
に

ノ
ン
ネ
ッ
ト
ガ
ー
ド
U
工
法
を
採
用

し
た
ほ
か
、
23
年
に
秋
田
市
の
秋
田

緑
ヶ
丘
病
院
管
理
棟
外
壁
改
修
工
事

で
エ
バ
ー
ガ
ー
ド
S
G
工
法
に
よ
る

改
修
を
行
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
工

期
や
意
匠
変
更
の
要
望
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
工
業
会
で
は
地
震
や
台
風
、

豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害
の
発
生

に
よ
り
、
全
国
で
学
校
施
設
な
ど
の
空

間
の
大
き
い
施
設
が
防
災
拠
点
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
学

校
施
設
の
外
壁
改
修
に
面
単
位
で
剥
落

防
止
層
を
施
す
ノ
ン
ネ
ッ
ト
ガ
ー
ド
U

工
法
を
提
案
し
て
い
る
。
U
R
都
市
機

構
の
外
壁
複
合
補
修
工
法
（
外
壁
剥
落

防
止
工
法
）
の
要
求
性
能
試
験
や
、
東

日
本
大
震
災
相
当
の
負
荷
を
か
け
た
振

動
実
験
お
よ
び
検
証
の
結
果
で
も
、
従

来
の
ポ
リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
系
外
壁
複
合

改
修
工
法
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
優
れ
た
性
能
を
保
有
し
て
い
る
と
い

う
評
価
結
果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
2
次

災
害
を
防
ぎ
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
防

災
拠
点
の
実
現
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

同
工
業
会
北
日
本
支
部
の
事
務
局
と
な

る
シ
ー
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
仙
台
オ
フ
ィ
ス

（
仙
台
市
宮
城
野
区
）
で
は
「
一
般
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
工
事
の
タ
イ
ル

剥
落
防
止
は
、
面
で
改
修
す
る
方
が
予
防

効
果
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
費
は
浮
き
が

発
生
し
て
い
る
部
位
の
補
修
よ
り
割
高
に

な
る
こ
と
も
事
実
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

組
合
に
と
っ
て
大
規
模
修
繕
工
事
は
費
用

の
捻
出
が
大
き
な
問
題
だ
が
、
そ
の
場
合

は
東
西
南
北
の
全
面
施
工
で
は
な
く
、
主

に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
あ
る
道
路
に
面
し
た

部
分
だ
け
最
初
に
施
工
す
る
こ
と
も
可

能
」
と
話
す
。
ま
た
、「
従
来
の
補
修
で

は
地
震
に
よ
る
剥
落
で
部
位
を
補
修
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
後
に
補
修
し
て
い
な
い

部
分
で
剥
落
が
発
生
し
た
場
合
は
保
証
さ

れ
な
い
。
剥
落
保
証
や
賠
償
責
任
保
険
が

付
与
さ
れ
て
い
る
点
で
も
部
位
補
修
と
大

き
な
違
い
が
あ
る
。
外
気
温
の
変
化
や
経

年
劣
化
が
要
因
と
な
る
外
壁
仕
上
げ
層
の

浮
き
は
、
剥
落
の
一
歩
手
前
と
捉
え
予
防

保
全
を
意
識
し
た
管
理
計
画
が
大
切
」
と

指
摘
す
る
。

一般社団法人機能性外壁改修工業会北日本支部（シーカ・ジャパン㈱仙台オフィス内）
〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4丁目5-22　宮城野センタービル5階

☎ 022（207）5010　FAX 022（207）5011

東北地域会員名簿

荻野防水㈱ 〒031-0801
青森県八戸市江陽2丁目8-17

☎ 0178-22-8386
℻   0178-43-7947

北原建材工業㈱仙台営業所 〒984-0015
仙台市若林区卸町1丁目5-8

☎ 022-236-6768
℻   022-239-1082

北星建設㈱ 〒020-0832
盛岡市東見前9-129

☎ 019-637-5611
℻   019-637-9911

㈱青建防水工業 〒038-0042
青森市大字新城字山田675番地27

☎ 017-788-4343
℻   017-788-4480

㈱東北丸本 〒981-3117
仙台市泉区市名坂字野蔵19-3

☎ 022-371-9711
℻   022-371-9716

㈱ナカムラ 〒997-0802
山形県鶴岡市伊勢原町26番10号

☎ 0235-22-1626
℻   0235-22-1623

㈱ヨシダアニー 〒010-1605
秋田市新屋勝平町13-23

☎ 018-864-6961
℻   018-864-6992

東北建設企画㈱ 〒980-0804
仙台市青葉区大町２丁目15-31 大町電力ビル別館2階

☎ 022-266-8622
℻   022-266-8650

㈱郡山塗装 〒963-0551
福島県郡山市喜久田町卸3-38-1

☎ 024-963-1450
℻   024-963-1451

㈱テクノクラフト 〒983-0013
仙台市宮城野区中野5-1-14

☎ 022-290-9216
℻   022-290-9217

㈲小倉防水工業 〒034-0001
青森県十和田市大字三本木字本金崎209-7

☎ 0176-23-1740
℻   0176-23-5431

防
災
拠
点
へ
の
活
用
も

外壁タイル仕上げにおける、仕上層の剥落につながる浮き・剥離は以下の界面
で発生します。

①コンクリート躯体 ⇔ 下地モルタル
②下地モルタル ⇔ 張付けモルタル
③張付けモルタル ⇔ タイル
④コンクリート躯体 ⇔ 張付けモルタル（直張りの場合）

上記の浮きは、拘束されている２種類の材料が、乾燥収縮や温度変化による伸縮な
ど、さまざまな要因によって異なる動きをしたとき、その界面に応力が発生し、その
応力が接着強度を上回った場合に生じます。

ノ
ン
ネ
ッ
ト
ガ
ー
ド
工
法
は

　
　
工
期
短
縮・省
人
化
を
実
現

【須賀川市文化センター】エバーガードSG工法

【東松島市コミュニティセンター】ノンネットガードU工法

２
つ
の
外
壁
タ
イ
ル
剥
落
防
止
工
法
で

　
　
　
　

潜
在
的
な〝
浮
き
〞を
予
防
保
全

２
つ
の
外
壁
タ
イ
ル
剥
落
防
止
工
法
で

　
　
　
　

潜
在
的
な〝
浮
き
〞を
予
防
保
全
機
能
性
外
壁

改
修
工
業
会
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東北支社　仙台市青葉区本町 2-9-7　TEL.022-224-4134

～マンション管理の適正化～～マンション管理の適正化～

管理と防災の両面で取り組み必要管理と防災の両面で取り組み必要
マンション
リニューアル
マンション
リニューアル

特
集

―
―
　
改
正
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

法
を
受
け
、仙
台
市
は
今
年
4
月
に
有

識
者
に
よ
る
仙
台
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
推
進
施
策
検
討
委
員
会
を
組

織
し
て
い
ま
す
。

髙
橋　
仙
台
市
は
昨
年
度
、
市
内
に
あ

る
マ
ン
シ
ョ
ン
１
５
０
８
棟
の
管
理
組

合
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
62
㌫
で
運
営
体
制
が
不
十
分
、
長

期
修
繕
計
画
に
基
づ
く
積
み
立
て
を
し

て
い
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
築
浅
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
も
管
理
体
制
が
不
十
分
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
、
管
理
組
合
の
取

り
組
み
の
み
に
委
ね
る
こ
と
に
限
界
が

あ
り
、
管
理
に
無
関
心
で
活
動
が
不
活

発
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
支
援
施
策
が
届

い
て
い
な
い
な
ど
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
情
か
ら
検
討
委
は
、
今

後
の
施
策
の
在
り
方
を
議
論
し
、
市
街

地
環
境
へ
の
悪
影
響
発
生
の
未
然
防
止
、

災
害
対
応
力
の
強
化
を
基
本
的
な
考
え

方
と
す
る
提
言
書
を
今
月
11
日
に
市
に

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
　
具
体
的
な
内
容
は
。

髙
橋　
提
言
書
は
管
理
に
課
題
を
抱
え

て
い
る
築
30
年
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は

15
年
後
に
約
2
倍
に
増
加
す
る
と
い
っ

た
課
題
の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
管
理
組
合
や
管
理

会
社
が
存
在
し
、
実
態
を
つ
か
む
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
近
年
は
地
震

や
風
水
害
に
よ
る
被
害
が
激
甚
化
す
る

傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
宮
城
県
沖
地
震

や
直
下
型
の
長
町
―
利
府
断
層
帯
地
震

等
の
発
生
に
対
す
る
備
え
な
ど
を
課
題

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
検
討
委
は
マ
ン
シ
ョ
ン

は
私
有
財
産
で
あ
り
、
そ
の
管
理
や
再

生
は
区
分
所
有
者
等
で
構
成
さ
れ
る
管

理
組
合
が
自
ら
の
責
任
で
行
う
一
方
、

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
場
合
、

外
壁
等
の
剥
離
に
よ
る
被
害
な
ど
に

よ
っ
て
市
街
地
環
境
に
深
刻
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、
行
政
と
し
て
も
管
理

不
全
の
未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
や
、

耐
震
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
加
え
ソ
フ

ト
面
の
取
り
組
み
な
ど
、
災
害
対
応
力

の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
ま
し
た
。

―
―
　
実
態
が
つ
か
め
な
い
管
理
組
合

や
管
理
会
社
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
。

髙
橋　
実
態
調
査
で
回
答
が
無
か
っ
た

３
０
０
棟
余
は
宮
城
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
会
が
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
実
態
調
査

と
し
て
請
負
い
、
そ
の
結
果
と
市
の
調

査
結
果
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
抽
出
し
ま
し
た
。
仙
台
市
の

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
は
20
年
度
に
3
棟
を

対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
2
回

目
で
す
。
専
門
家
と
連
携
し
行
政
か
ら

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
是
正
に
向

け
た
管
理
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

管
理
不
全
に
陥
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
管
理
不
全
に

な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
た
め
行
政
が
出

向
き
事
前
に
手
を
入
れ
、
次
の
施
策
に

活
か
す
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
が
、
実

際
に
受
け
入
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
少
な

い
の
が
実
情
で
す
。

　

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
大
き
な
目
的
は
市

街
地
環
境
悪
化
の
未
然
防
止
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
長
期
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
同

時
に
管
理
組
合
に
と
っ
て
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
シ
ー
ト
を
渡
し
ま
す
。
管
理
組
合
の

費
用
が
伴
う
も
の
は
合
意
形
成
が
必
要
な

た
め
、
市
の
管
理
や
防
災
、
耐
震
、
再
生

と
い
っ
た
派
遣
事
業
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
れ

ば
紹
介
し
ま
す
。
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
対

象
は
決
ま
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
管
理

組
合
側
か
ら
の
要
望
で
動
き
出
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
仙
台
市
の
施
策
は
マ
ン
シ
ョ

ン
棟
数
の
割
に
は
手
厚
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

派
遣
制
度
を
利
用
す
る
管
理
組
合
と
し
て

は
最
適
で
す
。
自
覚
症
状
の
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
、
管
理
や
防
災
、
耐
震
、
再
生

と
い
っ
た
仙
台
市
の
派
遣
事
業
を
利
用
し

て
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

20
年
度
に
行
っ
た
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の

一
つ
は
築
50
年
の
旧
耐
震
基
準
マ
ン
シ
ョ

ン
で
、
15
所
帯
と
少
な
く
管
理
組

合
も
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
ほ
か
、

規
約
も
修
繕
積
立
金
も
な
く
、
過

去
に
大
規
模
修
繕
工
事
も
行
っ
て

い
な
い
建
物
で
し
た
。
現
在
の
入

居
者
は
半
分
以
下
で
、
給
水
管
も

使
え
な
い
状
況
で
す
が
、
市
内
中

心
部
と
い
う
立
地
条
件
の
た
め
買

い
手
が
あ
る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

再
生
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
で
、
小

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
全
区
分
所

有
権
を
買
い
取
っ
た
事
例
も
あ
り
、

そ
の
場
合
は
区
分
所
有
で
は
な
く

な
り
1
棟
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
と

し
て
再
生
し
た
例
や
、
建
物
を
取

り
壊
し
土
地
を
売
却
し
て
所
有
者

で
分
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

―
―
　
提
言
書
は
届
け
出
制
度

の
創
設
を
今
後
の
展
開
の
一
つ

と
し
て
い
ま
す
。

髙
橋　
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
に
関
す
る
届
け
出
と
し
て
、
新

築
時
か
ら
の
適
正
化
に
つ
な
げ
る

た
め
に
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
事
業
者

を
対
象
に
「
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
分

譲
計
画
」
の
届
け
出
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
届
け
出
内
容
を
元

に
、
分
譲
時
の
管
理
規
約
や
修
繕

積
立
金
の
設
定
額
等
に
対
す
る
適

正
指
導
が
必
要
と
し
て
い
る
ほ

か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
状
況
の
届

け
出
は
、
定
期
的
・
継
続
的
な
実

態
把
握
や
連
絡
先
把
握
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
管
理
状
況

の
届
け
出
制
度
が
必
要
と
し
、
い
ず
れ

の
場
合
も
指
導
に
は
条
例
等
で
指
導
す

る
根
拠
を
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

提
言
書
は
、
管
理
と
防
災
両
面
か
ら

取
り
組
み
、
災
害
対
応
力
の
強
化
、
市

場
価
値
の
向
上
、
長
寿
命
化
・
再
生
な

ど
に
よ
り
、
良
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ

ク
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
指
す

姿
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一般社団法人宮城県マンション管理士会
会長　髙橋 悦子
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仙
台
市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
１
９
６
０
年
代
か
ら
供
給
が
開
始
さ
れ
、
２
０
２
２

年
度
末
時
点
で
約
１
５
０
０
棟
が
立
地
し
、
18
年
時
点
で
持
ち
家
に
占
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
割
合
は
26
・
9
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
主
要
な
居
住
形
態
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

一
方
で
65
歳
以
上
の
持
ち
家
世
帯
主
の
割
合
が
38
㌫
と
区
分
所
有
者
の
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
る
ほ
か
、
築
40
年
を
超
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
約
20
年
後
に
は
約
5
・
4
倍
に
急
増
す

る
見
込
み
で
、
住
民
の
高
齢
化
と
建
物
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
仙
台
市
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
施
策
検
討
委
員
会
の
委
員
で
宮
城
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
の

髙
橋
悦
子
会
長
に
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
伺
っ
た
。

10月11日に検討委から反町勇樹都市整備局長に
提言書が手渡された

【築後30、40、50年超のマンション棟数】【長期修繕計画未作成、　　計画期間25年未満の築年別割合】

〈出典〉仙台市マンション管理適正化推進計画 23年度仙台市マンション管理実態調査結果より
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築40年を超えるマンションは、
20年で約5.4倍

・長期修繕計画に課題があるマンションの
うち、約46％が築30年以上
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